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様式 2                         熊本営林署

課 題 人工更新 による広葉樹用材林施業 について

(ケ ヤキの人工造林 の施業方法 につ いて )

t継 続)新 規

指示.自 主

(任意)

担

当 指導普及課

開

発

箇

所

熊

　

１３

本 署

り1林 小班

開

発

期

間

自昭和 63年 度
〃平成  4年 度

至平成  4年 度
〃平成 13年度

年 度 別 実 施 経 過 6年 度  実 施 報 告

1, 成長量調査
ロツク 根元径

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

2.7cm
2.6cm
l.3cm
l.6cm

樹 高
250.Ocm
260.Ocm
220.Ocm
210.Ocm

枝 張
85。 6cm

82.3cm

75。 3cm

79。 3cm

施実
伽

討
．
除

動
師

鶴

保
　

実

２



平だ7平
技   術

様 式 2

発 報   告

熊 本 営 林 署

課 題 ケ ヤ キ の人 工造 林 の施 業 方 法 につ いて

指 導 普 及 課

開

発
箇

所

3

熊 本 署

1り 1林 小班

開

発

期

間

自平成 5年 度

至 平成 14年 度

別

過度
麟

年

実
7 年 度 実 施 報 生

回

成 長 量 調 査

２

　

　

３

樹 形 調査

芽 か きの 実 行

実 行 な し

実 行 な し

「
｀
トマ

根 元 径

(cm)

樹  高

(cm)

枝  張

(cm)

I
，

４ 270。 5 105tO

303,0 117.0

158.5 56.8

Ⅳ
０
４ 212.5 109.5
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熊 本 営 林 署
様 式 2-2

課 題 ケ ヤキの人 工造林の施業方法 につ いて

F→ 新規

指示.自 主

(任 意 )

担

当

指 導 普 及課

開

発

箇

所

熊 本 営林 署

31り 1林 小 班

開

発

期

間

自平成 5年 度

至 平成 14年 度

当年度 別実施計画 8年 度実施報告

１

２

行

＞

査

　

実

分

討

伐

調

査

の
芽

検

除

量

調

き

う

の

，

長

形

か

ぼ

育

枝

成

樹

芽

＜

保

整

1.成 長 量 調査 及 び樹 形 (枝 張 )調 査

＼｀`
ヽ
＼ 事 項

フ
゛
ロック

＼ヽ、、ヽ、、、

径

＞

一九

Ｃｍ

根

＜

一局
＞ｍ

樹

＜
枝  張

(cm)

査

数

調

本

I 334.0 179.5

II 3.7 378.0 181

1.7 183.2 91.1

Ⅳ 283.2 151.6

3.芽 か きの実 行

不 実 行 (ぼ う芽 が な い為 )

4. 保 育 の検 討

ほ とん どの 試 験 木 で,主 に伸 長 して いる枝 は 1～ 2

本 で あ り,特 に整 枝 の必 要 は な い と思 われ る。 除伐 に

つ いて も緊急 性 は な く,早 急 に必 要 な保 育 と して は ,

つ る切 りが 考 え られ る。



平  成  9 年  度  技 術  開  発  実 施 報  告  書

様 式 2-2 熊 本 営 林 署

課  題 ケ ヤ キ の 人 工 造 林 の 施 業 方 法 に つ い て

継 続 任 意

担

当

指 導 普 及 課

開

発

箇

所

熊 本 営 林 署

3 1り 1 林 /1ヽ 班

開

発

期

間

自 平 成 5年 度

至 平 成 13年 度

当 年 度 実 施 計 画 9年 度 実 施 報 告

1

2

3

.成 長 量 調 査

.樹 形 調 査

.芽 か き の 実 行

(ぼ う 芽 分 )

.保 育 の 検 討

つ る 切 り の 実 行

1.成 長 量 調 査 及 び 樹 形 (枝 張 )調 査

フ
゛
ロック 屏

根 元 径

(c ll)

樹  高

(cm)

枝  張

(cm)

調 査

本 数

I 4。 1 357 168 20

4.5 ０
０ 20

IⅡ 3。 4 318 17

Ⅳ 2.1 110

3.芽 か き の 実 行

不 実 行 (ぼ う 芽 が な い 為 )

4.保 育 の 検 討

ほ と ん ど の 試 験 木 で ,主 に 伸 長 し て い る 枝 lま 1～ 2

本 で あ り ,特 に 整 枝 の 必 要 は な い と 思 わ れ る 。 調 査 の

た め 刈 り 払 い を 実 行 し 同 時 に つ る 切 り も 実 行 し た 。



平成 10年度技術開発実施報告書

様式 2-2 熊本森林管理署

課題名 ケヤキの人工林の施業方法について

課題区分 継続 任意

開 発

箇所

熊本森林管理署

31り 1林 /1ヽ班

開 発

期 間

自

平成 5年度

至

平成 13年度

当年度実施計画 当年度実施報告

1.成長量調査

2.樹形調査

3.保育の検討

成長量調査及び樹形 (枝張)調査

保育の検討

特に必要ないが、

払いが必要。

調査時には刈 り

事 項

フ
゛

llック

根元径

(Cm)

樹高

←m)

枝張

(Cm)

調査

本数

I 4.7 373 196 19

5.1 406 196 19

3.9 325 179 17

Ⅳ 2.4 215 121 15



平成 11年度技術開発実施報告書

様式 2-2 熊本森林管理署

課題名 ケヤキの人工林の施業方法について

課題区分 継続 任意

開発

箇所

熊本森林管理署

31り 1林 /」 班ヽ

開発

期 間

自

平成 5年度

至

平成 13年度

当年度実施計画 当年度実施報告

成長量調査

樹形調査

保育の検討

９
“
　

　

（３

成長量調査及び樹形 (枝張)調査

3. 保育の検討

特に必要ないが、

払いが必要。

調査時にはメJり

事項

フ
゛
ロック

根元径

(cm)

樹高

(cm)

枝張

(cm)

調査

本数

I 5.5 383 227 19

5.9 425 221 19

4.6 328 195 17

Ⅳ 2.7 220 134 15



課  題 12 ケヤキ人工造林の施業方法について 開発期間 昭和 63年度 ～ 平成 13年度

開発箇所 露弓司驚祢班 担当部署 指導普及課 縫同研嵩 管術開種
3 嵩定区舞

●

離譜
有用広葉樹 (ケヤキ)資源造成を目途として、用材林施業技術の確立を図る。

年度別実施報告
12年度  実施報告 13年度 実施計画書

実施内容 普及指導

1 試験地の概況
(1)昭和 60年立木処分箇所
(2)前生樹 :スギ、ヒノキ、アカマツ、その他 L
(3)地 況 :安山岩、BD型、ほ行土
2 苗木

昭和 62年 4月 ケヤキ山引き苗を種苗事業所苗畑に
床替え

3 試験地設定 (S63)
(1)場所 :霧越国有林 31り 1林小班
(2)面積 :区域面積 1.2 7 ha

試験地  0.9 5 ha
4 
魔薄業歎馬メ昌3i)(。 .lha*4)

5 調査事項
(1)活着率調査 (S63)
(2)下刈作業功程調査 (S63～ H4)

{,}告霧昴馨要ξ:8F百り、1:Ll。 )

6 保育の検討
(1)つる切実行 (H9)
(2)整枝 (H8～ 9)

１

　

　

２

生長量調査

樹形調査

保育の検討

零贄鳥3「釜轟置彗∴零意

[[晏1摯言ぇ踏饉轟嘉F

1 生長量調査

2 樹形調査

3 保育の検討

技術開発委員会における意見

様式 2

技術開発実施報告・計画
熊本森林管理暑

巌

覆

題
性
饉
需

議
努
著
最

ｒ
ｒ
面
可
る
Ｔ

外

す

１

２

　

３

　

４

(注 )



様 式 九 州 森 林 管 理 局

課 題 4 ケヤキの人工造林の施業方法について 開発期間 日召矛口63年層レヽ
平成 13年度

開発箇所
熊本森林管理署

霧越国有林 31り 1林小班
技術開発 目標 して、用材林施業技術と的目を成造源

。

資
る

樹
図

葉
を

広
立

用
確

有
の

担  当 指導普及課

開発 目的 有用広葉樹 (ケ ヤキ)資源造成を目途として,用材林施業技術の確立を図る。

実施経過

1試 験地の概況
(1)昭和 60年度立木処分箇所
(2)前生樹

スギ・ ヒノキ・ アカマツ 。モ ミ 。その他
(3)地況 安山岩・ BD型 ・ほ行土
2植 栽用苗木

昭和 62年 4月 ケヤキ山引き苗を種苗事業所苗畑に床替 え
3試 験地設定  (昭和 63年度 )

(1)場 所 霧越 国有林 31り 1林小班
(2)面 積 `区域面積  1.27ha

試験地   0. 95ha
植裁本数  1, 700本

調査本数各 100本
調査事項

{;}雫煮葎巽霊道晶基賃憲ヒ～ 4年度 )

(3)成長量調査 (63～ 13年度 )

(4)樹形調査 (63, 2, 8～ 13年度 )

保育
下刈 (筋刈)63～ 5年度

標準地設定  (昭和 63年度)

植付本数別 4プロット (0.1
ha当 たり I区 1, 000本

Ⅲ区2,000本
本
本

０

０

０

０

＞

５

０

４
　

，

，

×

１

５

ａ
区
区

ｈ
Ⅱ
Ⅳ

開発成果

1 活着率調査では、Ⅲ・Ⅳ区は良好であつたが、 I・ Ⅱ区はやや悪かった。

: ↑イ量益ふ皇や得置讐}ヒ裏扉る管綬臭糧r省詈青裟裳;箕に成長が良い。
4 樹形については、根曲り、通直性共に良好ではない。
5 植裁木の被害状況は、 2～ 3年経過後に野兎と思われる被害が見られ、切損被害は 1～ 3回までの下刈作業中に主幹、枝の切損が見 られた。

評価及び
普及指導
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＞
＞
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技術開発箇所成長量調査表

課 題 ケヤキの人工造林の施業方法について

開発箇所 霧越国有林31り林小班

プロック1 (lρ 00本/ha)      単位cln

年 度 直 径 樹 高 枝 張

63■F屋 0.9

元年 1 1.0 108

2年度 lЮ 100 40

3」 1.2 114 55

4年度 1.3 132 64

5年度 1.2 180 00

6」 2.7 250 86

7年度 2.9 275 109

8年屋 3.5 298 138

9年属 3_9 323 174

10年度 4.7 373 190

11■11賢 5.5 383 227

12年度 5.7 398 232

13編 5.9 412 244

※ 卜0.lha 調墾[本 ,蜘100
※直径は根元径 ※直径はtl元径

プロック4 (5,000本 /ha)     単位clnプロック3 (2.000本 /ha)      単位lm

年 度 直 径 樹 高 枝 張

63年層 0.8 101

元 年 1 018 92

2年農 0,9 93 41

3年 105 こ
●

4年度 :。2 120

5年目 0.3 170 00

6年度 1.3 220

7J :.6 247 95

8年 2.4 289 124

9年度 3.1 Ａ
υ

●
● 148

10年度 ・
９

ヽ

３ 325

11年度 4.6 320 195

12年度 5.1 347 201

13」 5.5 300 210

ット0 lh● 翻 査 本 数 1

※直後は根元径

4プロック平均           単位Cm

年 度 直 径 樹 高 校

63年底 0。3 98

元年1 0,9 101

2年屁 0.9
０
ヨ 40

3年層 110 55

4年 1.3 120 04

6年度 1.C 173 58

6年度 21 235

7` 24 258
ａ
●

8年農 3.0 200 124

9年晨 34 301 148

10年歴 4.0 330 173

11年度 4.7 ０
●

●
● 194

12年E1      5.0 〓
０

●
● 201

13年度 5。4 374 214

12

プロック2
'Vυ

メト′na 位cm

年 直 径 樹 高 枚 張

63年度 0.8 101

元年度 0.9 105

2暉 0.9 104
一２・４

3平層 1.2 119 57

4年屁 1.3
う
０

5年屋 13 190 58

6年 2.6 260 82

フ年度 3.3 298 102

8年 3.9 321 130

9年 4.5 361 162

10J 406 196

11年震 5。9 425 221

12年度 445 ●
●

う
こ

13年度 3.3 463 247

卜0。 l ho 00本

年 度 直 径 樹 澤 枝 張

63年 0.8 94

元年 1 0.9 100

2年農 0.3
０
９ 30

3年 1 1,0 102 50

4年度 1.2 110 58

5」 0.6 150 48

6年度 210

7J 1.3 212 35

8年贋 2.1 213

9年 2.2 213 109

10年屋 24 215 121

2.7 220 134

12年度 3.1 235 141

13軍 3.9 ‘
，
●
‘

‘
，

.l ha

※直径は根元径

EG-TDESK01
長方形



ケヤキの人工造林の施業方法について
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